事実上の推定に関する類型的考察（1） by 栁川,鋭士




































































































































由心証と挙証責任の境界―』法時 19巻 10号（昭 42）8頁以下、『過失の「一応の推定」





ついて」曹時 49巻 7号 1611頁以下。
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づいて係争事実を推認すること」との記述や「事実上の推定」が行われた具体例と
























































































































































































































(47)松本＝上野・前掲注 (7)440頁以下、加藤・前掲注 (43)133頁、高橋・前掲注 (43)42頁。
(48)加藤・前掲注 (14)51頁以下、加藤・前掲注 (43)128頁以下。二要件説につき、加藤ほか・
209





































































































































(58)伊藤・前掲注 (24) 5頁。倉田卓次判事は 1、2審の棄却判決を破棄差し戻したという点か
らは因果関係の証明度を引き下げたことになると指摘する。倉田・前掲注 (55)94頁。同
様に、松本＝上野・前掲注 (7)440頁以下参照。













































































的研究』235頁以下参照（昭 44）。野崎・前掲注 (39)104頁以下、加藤・前掲注 (14)46
頁参照。
(68)小林・前掲注 (26)71頁以下。
(69)小林・前掲注 (26)72頁。Commonwealth v. Webster, 59 Mass. (5 Cush.)295, 320
(1850)において、”reasonable doubt”は、”It is that state of the case, which,
215
















leaves the minds of jurors in that condition that they cannot say they feel an
abiding conviction, to a moral certainty, of the truth of the charge”とされる。See
MCCORMICK, EVIDENCE vol. 2, 669–675 (7th ed., 2013).
(70)小林・前掲注 (26)72頁。See MCCORMICK, supra note 69 at 664.

















































































(78)太田・前掲注 (75)92頁以下、太田・前掲注 (36)147頁以下、加藤ほか・前掲注 (38)231
頁、246頁、303頁以下参照〔太田勝造発言〕、田村・前掲注 (64)524頁以下。


















































































































掲注 (1)・判時 2177号 23頁以下参照。
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の実態から】」自正 48巻 8号（1997年 8月）8頁以下。間接事実を部分的・個別的アプ
ローチで見るのではなく、全体的・関係的なアプローチによって間接事実群として考察
しなければならないであろう。事実認定に係わるストーリーについては、瀧澤ほか・前





























































































































(115) 土屋・前掲注 (2)111頁以下参照、加藤・前掲注 (14)192頁以下参照。
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